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令和元年度 経営発達支援事業 評価･見直し結果報告書 

 

１．評価機関名   上富良野町商工会 経営発達支援事業評価委員会 

２．開催日時    令和２年６月９日（火） （書面開催） 

 

 

（１）外部有識者  上富良野町役場企画商工観光課     課長 辻 剛 

          一般社団法人かみふらの十勝岳観光協会 事務局長 長田公一 

（２）評価委員会(経営改善普及事業推進委員) 

          委員長     江島  弘 

          副委員長    西塚 邦夫 

          委員      四釜 充啓 

          委員      黄田 信行 

          委員      高橋 明美 

          委員      木津 晴美 

          委員      小栗 敏朗 

          オブザーバー  柳田 拓也(北海道商工会連合会道北支所) 

   事務局    事務局長    高尾 裕則 

          経営指導員   多羽田 陽哉 

          経営指導員   菊地 隆弘 

 

 

３．経過報告 

令和２年６月４日に事務局から評価委員に対して、新型コロナウイルス感染症拡大

防止の観点から、書面決議による開催を通知し、経営発達支援事業評価シートの評価

に対し意見の聴取を求め発送した。令和２年６月９日までに評価委員から提出を受け

た回答とそれに対する事務局回答は以下のとおり。 

 

 

４．内容  

（１）経営発達支援計画及び伴走型小規模事業者支援推進事業について  

   事務局は、平成２８年４月２２日に認定を受けた経営発達支援計画及び認定計

画において交付を受けて実施した伴走型小規模事業者支援推進事業を書面報告と

なった。 

 

（２）令和元年度事業報告について  

毎年度、認定計画の実施状況を国へ報告すること及び経営発達支援事業の評

価・見直しを行う仕組みとして、本委員会により PDCA を機能させていく  

また、令和元年度において、経営発達支援事業を推進していくために実施し

た伴走型小規模事業者支援推進事業の実施状況は以下のとおり。  
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（３）事業の評価・見直し結果の内容について  

 

・経営発達支援事業内容 

 

①地域の経済動向調査に関すること  

 （１）地域経済情報の交換会  

目標 １２回 実績 １２回 自己評価  Ｂ 

 

検証結果  職員間の情報共有により、経営指導員以外の職員の小規

模事業者の抱える課題（経営状況等）や方向性に対する意

識が高まった。今後も毎月初めに交換会を開催し知識を共

有し、支援企業に対しての能力向上を図る  

 

 （２）事業者意向調査  

目標 １回 実績 ０回 自己評価  Ｃ 

 

検証結果  調査の代わりに事業者意向調査データ分析を活用し、巡

回指導において、ヒアリングしたが、取りまとめではでき

なかったが、事業計画策定支援を行い、個社支援に繋がっ

た。今後も事業者の意識の確認と意識改革の方策（集約・

分析）、「診断シート」にまとめ、日頃の相談業務における

重要資料として活用する。  

 

 （３）情報提供件数  

目標 １０先 実績 ２０先 自己評価  Ｂ 

 

検証結果   巡回訪問等において要望先に地域企業景気動向調査の

資料を提示し、地域の状況を理解していただくことができ

た。また経営分析における外部環境の把握に活用できた。 

今後は金融機関と連携し、前年度同様に事業者に情報提供

していく。  

 

②経営状況の分析に関すること  

 （１）巡回訪問件数  

目標 1,100 件 実績 845 件 自己評価  Ｂ 
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検証結果   消費税引き上げによる消費税関連相談の増加に伴い、軽

減税率制度説明会等を実施し軽減税率対策補助金・IT 補助

金の活用支援できた。  

引き続き、数値目標を達成に向け、事業者の前向きな取り

組みを支援していきたい。  

 

 

 （２）セミナー開催回数  

目標 １回 実績 ０回 自己評価  Ｃ 

 

検証結果   セミナー実施できなかったが、個別相談対応に切り替

え、事業者に金融相談や経営分析を実施した。中長期の実

効性を上げ、意識改革の向上に繋がった。巡回訪問等にお

いて要望先を把握し、経営意識の向上に繋げる。  

 

 （３）経営分析件数  

目標 １４件 実績 ３４件 自己評価  Ａ 

 

検証結果   外部専門家（中小企業診断士）を活用し経営分析を行っ

た。また、ネット de 記帳による財務分析を実施。自社の

経営分析を把握することでの経営改善と事業計画策定支

援に繋がる。今後も事業者の個別商談を強化し支援してい

く。 

 

 

③事業計画策定支援に関すること  

 （１）支援セミナー開催数  

目標 ４回 実績 ０回 自己評価  Ｃ 

 

検証結果   セミナーは実施できなかったが個社の事業計画策定支

援を１５件行った。事業計画を策定した事業者の中期的の

策定に繋げることができた。  

 

 

 （２）事業計画策定件数  

目標 ３０回 実績 １５回 自己評価  Ｃ 
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検証結果   経営課題の解決、経営分析を行った上、事業を継続する

ための「道しるべ」となる事業計画策定を専門家に派遣し

支援した。今後も引き続き専門家を活用し、経営ビジョン

を明確にするためにも計画策定支援を行う。 

 

 

 （３）金融斡旋支援件数  

目標 ４５件 実績 ２１件 自己評価  Ｂ 

 

検証結果   ２１件の斡旋支援に繋げることができた。引き続き、資

金需要会員企業の安定に繋げたい。  

 

 

 

④事業計画策定後の実施支援に関すること 

 

 （１）事業計画策定後のフォローアップ支援件数  

目標 １００件  実績 ３６件 自己評価  Ｂ 

 

検証結果   事業者の経営に対する意識が変わってきた。  

引き続き、事業者の定期的なフォローアップを実施してい

く。 

 

 （２）創業支援数  

目標 ２件 実績 １件 自己評価  Ｃ 

 

検証結果   創業資金確保したことで創業に繋がった。  

今後も創業予定者に町の創業支援制度を働きかけ、創業支

援に繋げる。  

 

 

 （３）第二創業者支援数  

目標 １件 実績 ０件 自己評価  Ｃ 

 

検証結果   相談案件なし  

引き続き、巡回訪問で情報を収集し事業者を支援してい

く。 
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 （４）経営革新支援数  

目標 １件 実績 ０件 自己評価  Ｃ 

 

検証結果   相談案件なし  

引き続き、巡回訪問で情報を収集し事業者を支援してい

く。 

 

 （５）事業承継者支援数  

目標 ２件 実績 ３件 自己評価  Ｃ 

 

検証結果   事業承継に役立つ知識を習得させることができた。  

現経営者と次世代経営者が一緒に事業承継について認識

を持ち、事業承継の知識と理解を深めて後継者の決定や準

備を進めていくことが期待できる。  

 

⑤需要動向調査に関すること 

 

 （１）消費動向調査  

目標 調査項目の見直し  実績 なし 自己評価  Ｃ 

 

検証結果   国の消費動向調査をもとに、事業計画策定支援を行っ

た。今後も事業者へ情報提供し、策定支援を行う。  

 

 （２）観光動向調査  

目標 １ 実績 なし 自己評価  Ｃ 

 

検証結果   上川総合振興局の上川管内観光入込客数調査報告をも

とに、インバウンド対応における事業計画策定支援を行っ

た。今後も調査データを踏まえ、小規模事業者の策定支援

に繋げる。  

 

⑥新たな需要の開拓寄与する事業に関すること 

 （１）新商品・新サービス開発等支援件数  

目標 ２件 実績 １２件 自己評価  Ａ 
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検証結果   町の持続化補助金を活用し、新商品・新サービスを実施

したことで、事業者の売上に貢献した。  

引き続き、町の持続化補助金や国の補助金制度等を周知を

行う。また、自社ＰＲをグーグルマップ・ＳＮＳ等を利用

し事業者支援を実施していく。  

 

 

 

 （２）物産展案内回数  

目標 ２回 実績 ０回 自己評価  Ｃ 

 

検証結果   案内周知を行ったが、参加者が見つからなかった  

域内消費に留まらず、全国展開していくことで売上の拡大

に繋がるため、今後も物産展開催の情報提供し積極的な参

加を促す。  

 

 

 （３）ホームページ作成支援  

目標 ２０先 実績 ２件 自己評価  Ｃ 

 

検証結果   自社 HP 作成を町の持続化補助金を活用して HP 作成を

支援したことにより、集客増加に繋がった。今後も HP 作

成支援に留まらず、IT 関連支援を実施していく。  

 

 （４）インバウンド対応支援  

目標 ２０先 実績 ３件 自己評価  Ｃ 

 

検証結果   専門家による事業計画策定を支援後、インバウンド対応

メニュー表・パンフレットを制作した。外国人観光客の接

客対応を行ったことで売上増加に繋がった。  

新型コロナにより来年度、インバンドが見込めない状況

のため、支援内容を新商品・新サービス等の自社ＰＲを行

うため、インターネット(SNS)・Google マップ活用して効

果的な広告宣伝手法をサポートし、売上向上と利益確保に

向けた支援へシフトする。  

 

 

 

・地域経済の活性化に資する取組 



7 

 

 

⑦認定計画の事業内容  

 （１）フットパス  

目標 400 人 実績 500 人 自己評価  Ｂ 

 

検証結果   ２０団体延べ５００人以上のフットパス参加団体の受

け入れを行った。交流人口の増加に伴い、町内における飲

食・宿泊客数と消費購買が図られた。  

 

 

 （２）十勝岳ヒルクライム  

目標 450 人 実績 155 人 自己評価  Ｂ 

 

検証結果   最大標高差 1050ｍの国立公園を含む山岳コース。制限

時間で大自然を駆け抜け、頂上の十勝岳温泉ゴールを目指

す大会を実施。交流人口の増加に伴い、町内における飲食・

宿泊客数と消費購買が図られた。  

 

 （３）十勝岳トレイル  

目標 550 人 実績 372 人 自己評価  Ａ 

 

検証結果   上富良野・美瑛の十勝岳山麓がコースとなる絶景のポイ

ント「55km エキスパートコース」、「15km チャレンジコ

ース」の 2 種類の中からエントリーを募り実施。交流人口

の増加に伴い、町内における飲食・宿泊客数と消費購買が

図られた。  

 

 （４）サイクリストで街中にぎわい事業  

目標 250 人 実績 83 人 自己評価  Ｂ 

 

検証結果   ニコニコペダル事業として全国に周知募集した。前回よ

りも参加者数が減少したが、町外の参加が増加したこと

で、町内における経済効果は増加した。  

 今後としては、参加料やポイント制の見直し、参加者の

増加を図り、町内経済効果を高める。  
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・経営発達支援事業の円滑な実施に向けた支援力向上のための取組 

 

⑧他の支援機関との連携を通じた支援ノウハウ等の情報交換に関すること  

 （１）諸関係機関との情報交換  

目標 ３ 実績 ０ 自己評価  Ｃ 

 

検証結果   町内金融機関との情報交換会を実施できなかった。  

金融機関と連携を図り、情報を得ることで小規模事業者に

対する円滑な金融支援等に役立てる。  

 

 

 （２）町行政との情報交換  

目標 ２ 実績 １ 自己評価  Ｂ 

 

検証結果   情報交換によって、情報共有が図られ、町行政と商工会の相

互理解が一層深まるとともに、円滑な事業実施に繋がった。今

後は、町理事者との懇談会を開催するなどして、町行政と商工

会が商工業の振興に向けた理解をより一層深めていく。  

 

 （３）広域連携協議会との情報交換  

目標 ２ 実績 １ 自己評価  Ｂ 

 

検証結果   中富良野町商工会との広域連携協議会を実施。各商工会

の伴走型小規模事業者推進事業について情報交換された

ものの、広域として課題を掘り下げ「面」として取組支援

策等の協議には至らなかった。  

 今後は、職員同士の情報交換の機会を設け、互いの地域

の事業モデルを参考に一層の連携を深め、上富良野町商工

会の実情に合った事業を取り入れるような仕組みを構築

する。 

 

⑨経営指導員等の資質向上等に関すること  

 （１）経営指導員の情報交換  

目標 地域資源支援  実績 地域資源支援  自己評価  Ｂ 

 

検証結果   小規模事業者の支援ニーズへの対応力向上に繋がる。  

事業内容を効率的・効果的に進めるため目標を設定する。 
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 （２）補助員・記帳専任・記帳指導職員の資質向上  

目標 中小企業支援  実績 中小企業支援  自己評価  Ｂ 

 

検証結果   職種や経験年数で差異が生じない支援力の底上げを図

っていく必要がある。  

 

 （３）ＯＪＴの開催  

目標 ３回 実績 ３回 自己評価  Ｂ 

 

検証結果   職員同士の相互理解を深め、資質向上に繋がった。  

今後も引き続き、小規模事業者支援能力の向上に結びつく

ＯＪＴを実施する。  

 

⑩事業の評価及び見直しをするための仕組みに関すること  

 （１）経営改善普及事業推進委員会  

目標 ４回 実績 １回 自己評価  Ｃ 

 

検証結果   経営改善普及事業推進委員会において、小規模事業者の

実施状況、成果の評価、事業の見直しを行った。  

 

 

 

 （２）関係機関の調整  

目標 ４回 実績 ２回 自己評価  Ｂ 

 

検証結果   日本政策金融公庫主催「小規模事業者経営改善資金貸付

推薦団体連絡協議会」において、上川管内の金融情勢及び

各町村の地域動向の情報交換を行った。  

 今後も事業の実施内容に関わる関係団体と連絡調整を

行っていく。 

 

 

 （３）理事会開催数  

目標 ６回 実績 １回 自己評価  Ｃ 
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検証結果   経営発達支援事業の進歩状況について支援状況報告し

た。理事会で評価・検証された指摘事項があった際には、

軌道修正及び事業内容の確認を行い、その後の方針を決

定、事業を実行した。  

 今後も理事会開催の報告を行い、円滑な事業実施に努め

ていく。 

 

 （４）町への報告  

目標 総会 実績 総会 自己評価  Ｂ 

 

検証結果   事業年度終了後の上富良野町商工会通常総会において、

事業の成果・評価・見直し・活動の結果について承認を受

け、上富良野町へ報告する。  

 事業の進捗状況の報告を行うことにより、町が策定した

「上富良野町商業振興計画」の施策展開の一助となり、町

行政と商工会の相互理解が一層深まるとともに、円滑な事

業実施に繋がる。  

 上富良野町から提言された内容を理事会等で諮り、繰り

返し事業計画に反映することで事業効果を高めていきた

い。 

 

 （５）商工会員への報告  

目標 ４回 実績 １回 自己評価  Ｂ 

 

検証結果   事業の成果・評価・見直し活動の成果について、上富良

野町商工会通常総会において報告する。小規模事業者に広

く周知することで、上富良野町商工会事業について理解を

求めていく。  

「商工会だより」にも実施結果を掲載し、当会ＨＰに公表

する。 
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（４）評価委員の回答、意見  

 

②経済状況の分析に関すること 

 

認定計画の事業内容  評価委員の回答  

巡回訪問件数  巡回訪問による相談対応を引き続き行って小規模

事業者の支援をお願いしたい  

経営分析件数  自社の経営分析を行うことで経営改善に繋がるため

引き続き、支援していただきたい。  

 

 

 

⑥新たな需要の開拓寄与する事業に関すること 

 

認定計画の事業内容  評価委員の回答、意見  

インバウンド対応支援  本年度は新型コロナウイルス感染症の影響によっ

てインバウンドが見込めないためどのような取り組

みを行うのか。 

 

事務局書面回答  昨年度から行ってきた重点支援内容であるインバ

ウンド対応メニュー表及びパンフレット（外国語標

記）の導入支援から、新商品及び新サービス等の自

社ＰＲを行うため、インターネット（ＳＮＳ）やグー

グルマップを活用して効果的な広告宣伝手法をサポ

ートし、売上向上と利益確保に向けた支援へシフト

する。 

 

 

 

以上、議事の経過と要領について記載し、その正確なることを証するため事務局に

より議事録を作成した。  令和２年６月１０日  


